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研究成果の概要（和文）： 本研究は、1950年代の中国に新たに台頭するナショナリズムについて、共産党政権
側の促進政策と民衆側の受容の両方からその形成過程を考察するものである。
 先行研究と比べれば、本研究は民衆の受容にも着眼し、日記、書簡などの個人的史料を通じて、当時の知識人
たちが各自に国の提唱するナショナリズムをいかに受け入れて、さらに内面化した過程を明らかにした点で特徴
がある。国の政策と民衆の受容の二つの視点を取り入れた本研究は、現代中国のナショナリズムの形成過程をめ
ぐり、国家権力と民衆の相互作用を把握できた。

研究成果の概要（英文）：This study examines the formation process of the emerging nationalism in 
1950s China, considering both the promoting policies of the Communist Party regime and the 
acceptance by the general populace. In comparison to previous research, this study stands out by 
focusing on the acceptance by the general populace, and by using personal sources such as diaries 
and letters to reveal how intellectuals of the time individually embraced and internalized the 
nationalism advocated by the state. By incorporating both the perspectives of state policies and 
public acceptance, this study provides insights into the formation process of contemporary Chinese 
nationalism and the interaction between state power and the general populace.

研究分野： 現代中国史
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研究成果の学術的意義や社会的意義
 本研究は、民衆のイデオロギー受容にも着目し、国家と民衆の相互作用から中国のナショナリズムを考察する
点において独自性をもつ。閉鎖的で、暴力的言論が横行するという1950年代の中国の社会的環境では、民衆は支
配的であった官製ナショナリズムに流されやすい一面があった。一方、厳しい現実生活が国民の官製ナショナリ
ズムに対する全面的受け入れを阻む壁ともなっていた。このような歴史は、国民がプロパガンダと現実生活の間
に揺れる要因となったと考えられる。本研究から得られた上記の知見は、国家と国民の相互作用をめぐり、ダイ
ナミックに動く今日の中国社会の発展論理の理解にとって示唆的な手がかりを提供している。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
  本研究は、冷戦前半期にあたる 1950 年代に中国に新たに台頭したナショナリズムの形成過
程を明らかにすることを目的として開始された。現代中国のナショナリズムについて、20 世紀
初頭と 21 世紀初頭を二つの高揚期として捉えて、それに着眼する研究が多い。そのなか、社会
主義時期のナショナリズムについて、1990 年代以降の政策を主な考察対象とした研究が主流と
なっている。このような研究現状では、国家権力の号令に応じた形で、ナショナリズムが民間社
会に次第に高揚するという図式が広がっている。このような単純な図式は、中国の現状について
当てはまるところがあったものの、権力側の働きかけが民衆の意識構造の深層にいかに浸透し
ていったかという、国家と民衆の相互作用の歴史過程が考察されていないため、現代中国のナシ
ョナリズムの歴史的展開について論理的解釈が今なお不十分な箇所が多い。 
 本研究は、先行研究に取り上げられなかった冷戦初期の 1950 年代に焦点を当てて、ソ連の社
会主義的影響を受けながら、アメリカと対抗関係にあった中国の共産党政権が独自のナショナ
リズムを形成させていく過程を研究対象とする。 
 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は以下の二つの問いに集約される。 
一つは、1950 年代の中国共産党政権が、国民を対象とした思想統制の展開にあたって、プロ

パガンダ、学校教育を通じてどのようなナショナリズムを作り出したのか。言い換えれば、当時
のナショナリズムはどのようなコンテンツがあったのか。 
もう一つは、上記のナショナリズムが、どのように国民の意識深層に浸透していたのか。また、

言い換えれば、ナショナリズムに対する国民の受容を左右した要因はどのようなものであった
のか。 
前者は、政権側の動きが考察の主体、後者は国民の意識構造が考察の主体となる。両者への考

察結果を統合すると、当時のナショナリズムの形成過程を立体的に把握することが可能となる
と考えられる。 
 
 
３．研究の方法 
 主に歴史資料を中心とした文献調査が使用される。 
 政府発行の宣伝資料、教育関係者向けの専門雑誌などを利用して、権力側が作ったナショナリ
ズムの中身を把握する。 
 日記、書簡などの個人的史料を使い、1950 年代を生きた党幹部、大学教員、大学生などの知
識人らが社会主義的ナショナリズムをいかに受容し、それを内面化した過程を事実面から把握
する。その上、多様な事象を分類して、それをもとに個々人の内面化を左右した要因を分析する。 
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